
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

   6月 26日（水）に本校第 78回の創立記念式が行われました。式辞の中で、創立当時からの学 
校の様子や「友愛の鐘」について触れ、長い歴史と伝統について振り返ってみたところです。そして、 
母校となる小国中学校を愛する心が益々育つことを期待しています。 式辞の一部をご紹介します。 

  

式  辞  （ 一 部 ）  

本校小国中学校の卒業生数を調べたところ、昨年度までで 10,70７名の卒業生が、この学び舎を巣立っ

ています。また、開校当時の生徒数は３３３名、７７年間で一番多い生徒数だったのは、昭和３８年９６７名、２

２クラスでした。そのような長い歴史の中で全国での活躍があったこともあれば、学校が荒れて大変だった

時代もありました。しかしながら、どんな時でも、自分たちの力を信じ、より良い学校を目指して懸命に努力

した先輩達がいました。彼らの努力に支えられ小国中学校は確かな歩みを刻んでくることができたのです。 

さて、創立記念式にあたり、皆さんが毎日３回必ず耳にしている「鐘」についてお話しします。皆さんは、あ

の鐘の正式な名前を知っていますか？１日３回鳴る「鐘」は、何時になりますか？建設費はどのぐらいだと

思いますか？どのような思いがあって建てられたものだと思いますか？「友愛の鐘」は、創立５０周年を記

念して、建てられたものです。（今から２７年前）総工費は、およそ７５０万円をかけて建てられたものだそう

です。この鐘は、小国中に学んでいる生徒の皆さんへの友情の深まりと当時の 8,000 余名の同窓生の同

胞の絆が一層広がっていくことを祈って創られたものだと、当時の第１６代校長の井澤德雄先生は記念誌

の中でおっしゃられています。毎日私達の学校生活の中で、８時１５分、１２時３５分、１６時２０分に何げなく

鳴っている鐘の音も、これまでの小国中の先輩方の思いが脈々と引き継がれているものです。皆さんも、

ぜひ、鐘の音を聞く際には、そのようなことを感じながら、校歌の歌い出しの部分の鐘の音を聞いてみてく

ださい。今までと違った聞こえ方がするかもしれません。ちなみに、この年に運動着も、今の運動着のデザイ

ンに変更になったということです。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年７月５日（金）発行  第９号    文責：校長 横澤 聡一 

小国町立小国中学校 学校だより 
 

第７８回創立記念式が行われました！！ 
 

舟山 孝夫様には、本校の学校運営協議会長として、

平成２６年から令和 5年までの 10年間、コミュニティスク

ールの基盤づくりと発展にご尽力いただきました。地域の

目線から生徒のよさや課題を指摘していただき、地域と学

校をつなぐ架け橋としていつも温かく学校を見守っていた

だいています。本当にありがとうございました。  

 

式の中で、生徒代表の川上白亜さんが、たくさんの 

先輩方の思いや、伝統が受け継がれている小国中学校

の生徒であることに誇りを感じていると語り、今年度の生

徒会スローガン「飛躍」に込められた「さらに高いレベルの

小国中生になる」という思いを心にとめ、本校のますます

の発展のため、小国中生一人一人が日々努力を積み重

ねていくことを決意の言葉として発表しました。 

 

 



6 月 28 日（金）、生徒会の 3 本柱の１つでも
あり、伝統として大切にしてきているボランティ
ア活動を実施しました。創立記念式に合わせた
ボランティア活動で、日頃、お世話になっている
方々や施設等へ感謝の気持ちを表すとともに、
他を思いやることができるようになることをねら
いとして活動しました。 

 

 

 

 

 

 

          
６月１５日（土）に、環境パートナーの方にご来校いただき、地区大会へ参加しない生徒とともに黄色 

   のマリーゴールドの花の苗を植えていただきました。朝からとても暑い日になりましたが、生徒に丁寧に声 

   をかけてくださったり、植え方を教えたりしていただきました。今後、美しいマリーゴールドが、登校する生徒 

や職員、ご来校いただいた方々を気持ちよく迎えてくれることと思います。環境パートナーの皆さん、ありが 

とうございました。 

 

  

 

 

 

7月 3日（水）に読書活動パートナーの皆さんによる「本の読み聞かせ」と「昔語り」を行っていただ
きました。１・２年生には、「読み聞かせ」を紙芝居や電子黒板で見やすくしたりしていただき、３年生には、  

「たんすの話」などの昔語りをしていただきました。早朝より６名の読書活動パートナーの方々にお世話にな

りました。全校生が真剣に耳を傾け、お話や昔語りの世界に浸り、心が和む朝の時間になりました。 

   読書パートナーの皆さん、ありがとうございました。 

活動場所 担当部活動 

温身の郷、さいわい荘 吹奏楽部 

白百合保育園、すみれ保育園 美術部 

こもれびの里 部活動未加入生徒 

おぐに開発総合センター 陸上競技部 

センターグラウンド 野球部 

小国町民総合体育館 
バレーボール部 
柔道部 

あいべ ソフトテニス部 

クアーズテック体育館 剣道部 

萱野峠敷石保護 サッカー部 

白沼地区国道清掃 卓球部 

さいわい荘 

萱野峠敷石保護 

こもれびの里 

おぐに開発総合センター 

町体柔道場 


